
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

微粒子状の顔料そして軟化点が４０
℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体を、それぞれ３０～７０重量％そ
して７０～３０重量％含み、層厚が０．２μｍ～１．０μｍの範囲にあり、透過濃度が０
．８以下であるインキ層を支持体上に有する感熱転写シート。
【請求項２】
インキ層の透過濃度が０．４～０．８の範囲にある請求項１に記載の感熱転写シート。
【請求項３】
インキ層が、面積基準平均粒径が０．１～０．５μｍの範囲にある微粒子状の顔料と軟化
点が４０℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体とを含有する塗布液を支
持体に塗布乾燥して得たものである請求項１に記載の感熱転写シート。
【請求項４】
請求項１に記載の感熱転写シートのインキ層の上に透明支持体フィルムからなる受像シー
トを重ね、感熱転写シートの背面からサーマルヘッドを押し当て、受像シート上に面積階
調で構成される転写画像を形成することからなる画像形成方法。
【請求項５】
請求項１に記載の感熱転写シートのインキ層の上に受像シートを重ね、感熱転写シートの
背面からサーマルヘッドを押し当て、受像シート上に面積階調で構成される転写画像を転
写し、次いで、該受像シート上の転写画像を、別に用意した白色支持体の上に再転写して
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、該白色支持体上に、光学反射濃度が１．０以上で、かつその光学反射濃度からインキ層
の透過濃度よりも０．７以上大きな値を示す反射濃度の面積階調で構成される転写画像を
形成することからなる画像形成方法。
【請求項６】
面積基準平均粒径が０．１～０．５μｍの範囲にある微粒子状の顔料そして軟化点が４０
℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体を、それぞれ３０～７０重量％そ
して７０～３０重量％含み、層厚が０．２μｍ～１．０μｍの範囲にあり、透過濃度が０
．８以下であるインキ層を 熱変換層を介して支持体上に有する感熱転写シート。
【請求項７】
インキ層の透過濃度が０．４～０．８の範囲にある請求項６に記載の感熱転写シート。
【請求項８】
インキ層が、面積基準平均粒径が０．１～０．５μｍの範囲にある微粒子状の顔料と軟化
点が４０℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体とを含有する塗布液を支
持体に塗布乾燥して得たものである請求項６に記載の感熱転写シート。
【請求項９】
請求項６に記載の感熱転写シートのインキ層の上に透明支持体フィルムからなる受像シー
トを重ね、感熱転写シートの背面からデジタル信号により変調されたレーザービームを照
射し、受像シート上に面積階調で構成される転写画像を形成することからなる画像形成方
法。
【請求項１０】
請求項６に記載の感熱転写シートのインキ層の上に受像シートを重ね、感熱転写シートの
背面からデジタル信号により変調されたレーザービームを照射し、アブレーション法によ
り、受像シート上に面積階調で構成される転写画像を転写し、次いで、該受像シート上の
転写画像を、別に用意した白色支持体の上に再転写して、該白色支持体上に、光学反射濃
度が１．０以上で、かつその光学反射濃度からインキ層の透過濃度よりも０．７以上大き
な値を示す反射濃度の面積階調で構成される転写画像を形成することからなる画像形成方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、インキ層を有する感熱転写シートおよびその感熱転写シートを用いる画像形成
方法に関し、特に、サーマルヘッドプリンタやレーザ光を用いて、インキ層を受像シート
上に、面積階調記録により画像様に転写し、高品質の多階調のカラー画像（フルカラー画
像）を形成するために有用な感熱転写シートおよびこれを用いた画像形成方法に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、サーマルヘッドプリンタを使用してカラー画像を形成する感熱転写記録方式として
は、昇華型染料転写方式と熱溶融型転写方式とが知られている。
昇華型染料転写方式は、昇華型染料と結合剤とからなる転写層を支持体上に設けた転写シ
ートを受像シートと重ね、転写シートの支持体の裏側からサーマルヘッドにより画像様に
熱を与え、昇華型染料を昇華させて受像シートに転写し、受像シート上に画像を形成する
方式である。この方法において、イエロー、マゼンタ、シアンの各々の昇華型染料を有す
る転写シートを使用することにより、カラー画像（フルカラー画像）を形成することも出
来る。
【０００３】
しかしながら、昇華型染料方式は以下のような欠点を有している。
（１）画像の階調表現が主として濃度階調（染料の種類あるいは量を制御）を利用するも
ので有り、写真に類似する階調の画像を得ることを目的とする場合には適しているが、例
えば面積階調（多値記録）のみで階調表現をする印刷分野で使用されているカラープルー
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フ用には適していない。
（２）画像形成が染料の昇華を利用しているため、出来上がり画像のエッジシャープネス
が充分となりにくく、また太線に比べ細線のベタ濃度が薄くなる傾向がある。これらは文
字画像の品質に関して重大な欠点となる。
（３）画像の耐久性が劣るので、耐熱性や耐光性を要求する分野への利用が制限される。
（４）感熱記録感度が熱溶融型転写方式に比べ低いため、将来実用が期待されている高解
像力サーマルヘッドを用いる高速記録材料としては適していない。
（５）熱溶融型転写材料に比べ転写材料が高価である。
【０００４】
一方、熱溶融型転写方式は、支持体上に顔料や染料などの色材とワックスなどの結合剤か
らなる熱溶融性のインキ転写層を設けた感熱転写シートを用意し、これを受像シートと重
ね、転写シートの支持体の裏側からサーマルヘッドにより画像様に熱を与え、該転写層を
溶融して受像シート上に転写融着させて画像を形成する方式である。
熱溶融型転写方式は昇華型染料転写方式に比べて、感熱感度が高い、材料が安価である、
また画像の耐光性が優れている等の利点を有しているものの、次のような欠点を有してい
る。すなわち、熱溶融転写方式の大きな欠点は、昇華型染料転写方式に比べカラー画像の
品質が劣ることである。これは、この方式による一般的な記録方式が濃度階調記録による
階調再現ではなく、二値記録であることによる。勿論、熱溶融転写方式において、二値記
録を利用せず、多階調のカラー画像を形成することを目的に、濃度階調記録を達成するた
めのインキ転写層の改良の提案が種々なされてきた。しかしながら、これらの改良の考え
方の基本は、サーマルヘッドによる加熱でインキ層の結合剤が溶融して粘度が低下する結
果、受像シートへの粘着力が増加して転写する特性を利用し、サーマルヘッドの昇温を制
御して、インキ層内部の凝集破壊を制御し、これによりインキ層の転写量を制御すること
、すなわち熱転写記録のガンマ特性を軟調化することによって多階調記録を行なうことに
有る。しかし、このような方式を利用しても、熱溶融転写方式は昇華染料転写方式に比べ
、多階調性の点において劣っている。また、一般に細線などの画像濃度の再現性について
も熱溶融転写方式は劣るとされている。
【０００５】
また熱溶融型転写方式では、通常低融点の結晶性ワックスをインキ層の結合剤として用い
ているため、熱印字の際の感熱転写シート中でのインキのニジミによって、解像力の低下
が発生しやすく、また転写画像の定着強度が不充分となりやすいことも問題となる。更に
は、結晶性ワックス類は結晶相の光散乱により透明な画像を得難いという欠点を有してい
る。このことは、イエロー画像、マゼンタ画像、シアン画像などの重なり画像としてのフ
ルカラー画像を形成する場合には大きな欠点となる。さらに、インキ層総量に対する顔料
比率が高い場合にも、このようなフルカラー画像の透明性の低下が発生しやすい。従って
、特公昭６３－６５０２９号公報に述べられているごとく、通常着色剤はインキ層の総量
１００重量部に対して２０重量部以下で用いられ、これ以上で使用される場合は透明性が
低下する。
【０００６】
熱溶融転写方式のカラー画像の色再現を改良するためには、種々の提案がなされてきた。
例えば、特開昭６１－２４４５９２号公報（特公平５－１３０７２号公報）には、連続階
調性（濃度階調性）を持続した上で透明性、定着画像強度等を改良する目的で、６５重量
％以上の非晶質ポリマーと離型性物質と着色剤（染料や顔料）よりなる感熱インキ層を有
する感熱転写シートが提案されている。この公報には、非晶質ポリマーが６５重量％より
少ない場合には感熱転写シートの透明性が著しく悪化し、良好なカラー再現性が得られず
、特に良好な透明性を得るには、非晶質ポリマーの含有量は７０重量％が必要であると述
べられている。そして透明性を維持する上での感熱インキ層に含有される着色剤は２０重
量％が限度であり、また実用上必要な画像濃度や画像強度を得るためには、感熱インキ層
の層厚は通常１μｍ～２０μｍが好ましいとされ、実施例では、感熱インキ層の層厚とし
て３μｍが採用されている。なお、この公報には、その発明の感熱転写シート（感熱記録
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材料）は、二値記録や多値記録にも使用できる旨の示唆がある。
しかしながら、本発明者の検討によると、上記の公報に記載の感熱転写シートを用いる連
続階調記録も、その濃度階調の連続性および安定性の面で充分に満足できるものとはいえ
ない。一方、上記の感熱転写シートを用いて得られる多値転写画像や二値転写画像におい
ては、充分な濃度階調が得られにくい上に、透明性（特にフルカラー画像の透明性）が充
分でなく、またエッジシャープネスについても充分満足できるものとはいえない。
【０００７】
一方、感熱転写方式において、面積階調を利用する多値記録（すなわち、面積が種々異な
るドットを利用して記録を行なう画像形成、ＶＤＳ：バリアブル・ドット・システム）で
多階調のフルカラー画像を得る方法が既に知られている。そして、この面積階調を利用す
る多値記録に使用するための感熱転写シートは下記のような特性を有していることが望ま
しいことも知られている。
（１）各色とも所定の画像濃度が有ること。特にプルーフ用途などの点から最終的に得ら
れるシアン、マゼンタおよびイエロー画像濃度（白色支持体上での再転写画像濃度）はそ
の光学反射濃度がそれぞれ少なくとも１．０以上有ることが必要であり、１．２以上、特
に１．４以上であることが望ましいとされている。そして、特にブラックに関しては１．
５以上有ることが望ましいとされている。従って、感熱転写シートは、このような高濃度
の画像を形成できるものであることが望まれる。
（２）階調再現性に優れていること。
（３）線あるいは点の画像のエッジシャープネスに優れたドット形状を形成できるもの。
（４）転写されたインキ層の透明性が高いこと。
（５）高感度であること。
（６）印刷本紙（通常はコート紙などの白色支持体）に転写された画像が、質感、画像の
光沢度等において印刷物に高い近似性を示すこと。
【０００８】
なお、近年において感熱転写シートへの熱供給手段としてのサーマルヘッドプリンタの技
術的進歩は著しい。そして、サーマルヘッドそのものの高解像力化を可能とし、かつ面積
階調で多階調記録を可能にする印字方式としては、特開平４－１９１６３号公報、及び特
開平５－１５５０５７号公報に記載の副走査分割方式や、「電子写真学会年次大会１９９
２／７／６予稿集」に記載の熱集中型方式などが提案されている。
また、感熱転写シートを用いて転写画像を形成する方法としては、近年、レーザービーム
を用いる方法、すなわちデジタル画像形成方法が開発されている。この方法は、感熱転写
シートのインキ層の上に受像シートを重ね、感熱転写シートの背面からデジタル信号によ
り変調されたレーザービームを照射し、受像シート上に転写画像を形成する方法（この転
写画像は、さらに他のシート上に再転写させることもできる）である。なお、この場合、
レーザービームの光エネルギーを高効率で熱エネルギーに変換するために、インキ層と支
持体との間に、カーボンブラック層、金属薄膜などからなる光熱変換層を設けることも一
般的に行なわれている。そして、さらに、転写画像の画質（特に画像の濃度均一性やエッ
ジシャープネスなど）を向上させるために、インキ層を、溶融転写によることなく、局所
的に剥離（離脱）させて受像シートに転写させる、いわゆるアブレーション法も利用され
ている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本願出願人は、特に面積階調による多階調転写方式に適した感熱転写シートに関する発明
について、既に特許出願した（特願平５－２６３６９５号出願）。
上記の特許出願の感熱転写シートを使用することにより、面積階調のみの顔料転写方式で
多階調高品質カラー画像やモノクロ画像が得られ、通常の画像形成のみならず印刷分野に
おけるカラープルーフ、版下原稿あるいは顔料の耐久性を生かして、カード分野や屋外デ
ィスプレー分野やメーターディスプレィ分野などへの展開も可能になった。
【００１０】
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しかしながら、上記のような優れた性能を有する感熱転写シートにおいても更に改良の余
地があり、例えば、転写画像の透明性、また階調再現性などについて更なる改良が望まし
いことがわかった。転写画像の透明性と階調再現性は、特にカラープルーフの作成時に多
色画像（二色以上の画像、特にフルカラー画像）として、濁りを持たない実際の印刷画像
により近い転写画像を得たい場合に重要であり、また透明受像シート上に転写画像を形成
するＯＨＰの用途において重要である。
【００１１】
従って、本発明の目的は、多階調転写方式に適し、良好なドット形状を有し、階調再現性
が良く、また印刷物に近似した透明性の高い画像を与える感熱転写シート、およびこれを
用いる画像形成方法を提供することである。
また本発明の目的は、多階調転写方式に適し、透明支持体の上に転写した場合に、良好な
ドット形状を有し、階調再現性が良く、透明性の高いＯＨＰ用途に適した画像を与えるこ
とのできる感熱転写シート、およびこれを用いる画像形成方法を提供することでもある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明は、 微粒子状の顔料そして軟
化点が４０℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体を、それぞれ３０～７
０重量％そして７０～３０重量％含み、層厚が０．２μｍ～１．０μｍ（好ましくは０．
２～０．６μｍ）の範囲にあり、透過濃度が０．８以下（好ましくは０．４～０．８）で
あるインキ層を支持体上に有する感熱転写シートにある。
【００１３】
本発明はまた、上記感熱転写シートのインキ層の上に透明支持体フィルムからなる受像シ
ートを重ね、感熱転写シートの背面からサーマルヘッドを押し当て、受像シート上に面積
階調で構成される転写画像を形成することからなる画像形成方法にもある。
【００１４】
本発明はまた、上記感熱転写シートのインキ層の上に受像シートを重ね、感熱転写シート
の背面からサーマルヘッドを押し当て、受像シート上に面積階調で構成される転写画像を
転写し、次いで、該受像シート上の転写画像を、別に用意した白色支持体の上に再転写し
て、該白色支持体上に、光学反射濃度が１．０以上で、かつその光学反射濃度からインキ
層の透過濃度よりも０．７以上大きな値を示す反射濃度の面積階調で構成される転写画像
を形成することからなる画像形成方法にもある。
【００１５】
本発明は、面積基準平均粒径が０．１～０．５μｍの範囲にある微粒子状の顔料そして軟
化点が４０℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体を、それぞれ３０～７
０重量％そして７０～３０重量％含み、層厚が０．２μｍ～１．０μ 範囲にあり、透
過濃度が０．８以下（好ましくは０．４～０．８）であるインキ層を 熱変換層を介して
支持体上に有する感熱転写シートにもある。
【００１６】
本発明はまた、上記感熱転写シートのインキ層の上に透明支持体フィルムからなる受像シ
ートを重ね、感熱転写シートの背面からデジタル信号により変調されたレーザービームを
照射し、受像シート上に面積階調で構成される転写画像を形成することからなる画像形成
方法にもある。
【００１７】
本発明はまた、上記感熱転写シートのインキ層の上に受像シートを重ね、感熱転写シート
の背面からデジタル信号により変調されたレーザービームを照射し、アブレーション法に
より、受像シート上に面積階調で構成される転写画像を転写し、次いで、該受像シート上
の転写画像を、別に用意した白色支持体の上に再転写して、該白色支持体上に、光学反射
濃度が１．０以上で、かつその光学反射濃度からインキ層の透過濃度よりも０．７以上大
きな値を示す反射濃度の面積階調で構成される転写画像を形成することからなる画像形成
方法にもある。
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【００１８】
本発明の感熱転写シートのインキ層は、面積基準平均粒径が０．１～０．５μｍの範囲に
ある微粒子状の顔料と軟化点が４０℃～１５０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合
体とを含有する塗布液を支持体に塗布乾燥して得たものであることが望ましい。
また、前記非晶質有機高分子重合体が、ブチラール樹脂あるいはスチレン／マレイン酸半
エステル樹脂であることが望ましい。
【００１９】
以下、本発明の感熱転写シートについて説明する。
本発明の感熱転写シートは、前述のように、微粒子状の顔料そして軟化点が４０℃～１５
０℃の温度範囲にある非晶質有機高分子重合体を、それぞれ、３０～７０重量％、そして
７０～３０重量％含み、膜厚が０．２μｍ～１．０μｍの範囲に有り、透過濃度が０．８
以下であるインキ層を支持体上に有する構成からなるものである。なお、熱エネルギー源
としてレーザーを用いる場合には、支持体とインキ層との間にレーザ吸収性の顔料（カー
ボンブラック、あるいは着色顔料など）あるいは金属フィルムなどから形成される光熱変
換層を介在させることが好ましい。
【００２０】
本発明の感熱転写シートは、サーマルヘッドやレーザービームなどを利用した感熱転写に
より、特に面積階調による多階調の多色画像（特にフルカラー画像）を形成するのに有利
に用いられるが、二値記録にも利用することができることは勿論である。
【００２１】
感熱転写シートの支持体としては、従来の溶融転写や昇華転写用感熱転写シートの支持体
として公知の種々の支持体が使用されるが、通常のサーマルヘッド転写シートと同様に裏
面に離型処理を施した、厚み５μｍ前後のポリエステルフイルムが特に好ましい。
【００２２】
本発明の感熱転写シートのインキ層に含まれる顔料としては、種々の公知の顔料が使用で
き、例えばカーボンブラック、アゾ系、フタロシアニン系、キナクリドン系、チオインジ
ゴ系、アンスラキノン系、イソインドリノン系等の顔料が挙げられる。
これらは二種類以上組み合わせて使用することも可能であり、また色相調整のため公知の
染料を添加してもよい。
本発明の感熱転写シートにおいて、薄膜で所定の濃度を出すためには、インキ層中の顔料
の含有量は、３０重量％～７０重量％（好ましくは、３０～５０重量％）である。顔料比
率が３０重量％未満では上記所定の膜厚で濃度を出すことが困難になる。
また本発明において、顔料の粒径は、顔料の７０重量％以上が０．１～１．０μｍの範囲
にあることが好ましい。粒径が大きい場合にはカラー再現性時の各色の重なり部の透明性
が損なわれやすく、かつ先の層厚と濃度の関係の両者を満たすことが困難になる場合があ
る。
【００２３】
本発明の感熱転写シートのインキ層に含まれる軟化点が４０℃～１５０℃の非晶質有機高
分子重合体としては、例えばブチラール樹脂、ポリアミド樹脂、ポリエチレンイミン樹脂
、スルホンアミド樹脂、ポリエステルポリオール樹脂、石油樹脂、スチレン、αーメチル
スチレン、２ーメチルスチレン、クロルスチレン、ビニル安息香酸、ビニルベンゼンスル
ホン酸ソーダ、アミノスチレン等のスチレン及びその誘導体、置換体の単独重合体や共重
合体、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート
等のメタクリル酸エステル類及びメタクリル酸、メチルアクリレート、エチルアクリレー
ト、ブチルアクリレート、αーエチルヘキシルアクリレート等のアクリル酸エステル及び
アクリル酸、ブタジエン、イソジエン、イソプレン等のジエン類、アクリロニトリル、ビ
ニルエーテル類、マレイン酸及びマレイン酸エステル類、無水マレイン酸、ケイ皮酸、塩
化ビニル、酢酸ビニル等のビニル系単量体の単独あるいは他の単量体等の共重合体を挙げ
ることができる。これらの樹脂は二種以上混合して用いることもできる。
これらのうち、分散性の観点からブチラール樹脂やスチレン／マレイン酸半エステル樹脂
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等が好ましい。これら樹脂の軟化点は４０℃～１５０℃の範囲で選ばれる。１５０℃を越
えると熱記録感度が低くなり易く、他方４０℃未満ではインキ層の耐接着性が劣る傾向に
ある。
なお、ブチラール樹脂の具体例としては、デンカブチラール＃２０００－Ｌ（重合度：約
３００）、＃４０００－１（重合度：約９２０）（以上、電気化学工業（株）製））、エ
スレックＢＸ－１０（Ｔｇ：７４℃、重合度：８０、アセタール化度：６９モル％）、エ
スレックＢＬ－Ｓ（Ｔｇ：６１℃、エタトル粘度：１２ｃｐｓ、以上積水化学（株）製）
を挙げることができる。
【００２４】
本発明の感熱転写シートにおいて、インキ層中の非晶質有機高分子重合体の含有量は、７
０～３０重量％（好ましくは、５０～３０重量％）である。
【００２５】
本発明の感熱転写シートのインキ層には、熱印字の際のインキ層の支持体からの離型性及
び熱感度向上の観点から種々の離型剤や軟化剤をインキ層中に２０重量％以下の量で加え
ることも可能である。
具体的には、例えばパルミチン酸、ステアリン酸等の高級脂肪酸、ステアリン酸亜鉛の如
き脂肪酸金属塩類、脂肪酸エステル類もしくはその部分ケン化物、脂肪酸誘導体、高級ア
ルコール類、多価アルコール類のエテル等誘導体、パラフィンワックス、カルナバワック
ス、モンタンワックス、ミツロウ、木ロウ、キャンデリラワックス等のワックス類、粘度
平均分子量が約１、０００から１０、０００程度の低分子量ポリエチレン、ポリプロピレ
ン、ポリブチレン等のポリオレフイン類、或いはオレフイン、αーオレフイン類と無水マ
レイン酸、アクリル酸、メタクリル酸等の有機酸、酢酸ビニル等との低分子量共重合体、
低分子量酸化ポリオレフイン、ハロゲン化ポリオレフイン類、ラウリルメタクリレート、
ステアリルメタクリレート等長鎖アルキル側鎖を有するメタクリル酸エステル、アクリル
酸エステル又はパーフロロ基を有するアクリル酸エステル、メタクリル酸エステル類の単
独もしくはスチレン類等のビニル系単量体との共重合体、ポリジメチルシロキサン、ポリ
ジフェニルシロキサン等の低分子量シリコーンレジン及びシリコーン変性有機物質等、更
には長鎖脂肪族基を有するアンモニウム塩、ピリジニウム塩等のカチオン性界面活性剤、
或いは同様に長鎖脂肪族基を有するアニオン、ノニオン界面活性剤、パーフロロ系界面活
性剤等を挙げることができる。これらは、一種あるいは二種以上選択して用いることがで
きる。
【００２６】
なお、本発明の感熱転写シートのインキ層に、脂肪酸アミドや第四級アンモニウム塩など
の含窒素化合物を添加すると転写性能が向上する。
【００２７】
前記の顔料の非晶質有機高分子重合体への分散に関しては、適切な溶剤を加えてボールミ
ルをはじめとする、塗料分野で使用される種々の分散方法が適用される。ただし、本発明
の感熱転写シートのインク層の透明性を高めるためには、顔料の種類の選択とインク層形
成用塗布液中の顔料の分散状態が重要であり、特に顔料は凝集をできる限り少なくするよ
うに充分な分散を行なう必要がある。そのような高度の分散は、たとえば、アイガーモー
ターミルなどの顔料分散装置を利用することによって実現できる。
得られた分散液に、含窒素化合物、離型剤等を加え、塗料を調製し、そしてこのようにし
て調製した塗料を公知の方法で支持体上に塗布し、インキ層を形成することができる。
【００２８】
本発明の感熱転写シートのインキ層は、層厚が０．２μｍ～１．０μｍ（好ましくは、０
．２～０．６μｍ）の範囲にある。１．０μｍよりも厚いインキ層の層厚では、面積階調
再現性においてシャドウ部がつぶれやすかったり、ハイライト部がとびやすかったりして
、結果的に階調再現性が劣ることなる。一方、層厚が０．２μｍ未満では、目的の濃度を
出すことが難しくなる。
【００２９】

10

20

30

40

50

(7) JP 3629063 B2 2005.3.16



本発明の感熱転写シートのインキ層は主成分が顔料と非晶質の有機高分子重合体であり、
かつ従来のワックス溶融型に比べ顔料比率も高く、通常の溶融型に比べ熱転写時の粘度が
１０２ 　～１０３ 　ｃｐｓのように低くなることはなく、１５０℃の温度において少なく
とも１０４ 　ｃｐｓよりも高い。このため、本発明の感熱転写シートを用いた感熱転写に
よる画像形成方法は、受像シートへの熱接着性、あるいはカラー画像作成の場合はインキ
層間の熱接着性を利用した薄膜剥離現像タイプの画像形成であるということもできる。こ
のことがインキ層の薄層化の効果とあいまって、高解像力性を維持した上でシャドウ部か
らハイライト部に至る広い階調再現を可能にし、かつエッジシャープネスを良好にし、更
に１００％の画像の転写を可能にする。これにより、例えば４ポイントの小さな文字とベ
タ部の濃度の均一性さえも再現することができる。
【００３０】
本発明の画像形成方法で利用する受像シートとしては、熱軟化性の合成紙やあるいは米国
特許第４４８２６２５号、同第４７６６０５３号、及び同第４９３３２５８号各明細書な
どに記載の有機高分子重合体を含む熱接着層を設けた受像シート技術の使用が可能である
。これら少なくとも有機高分子重合体を含む熱接着層を設けた受像シートの支持体として
は、紙、あるいはポリエステルフイルム、ポリカーボネートフイルム、ポリプロピレンフ
イルム、ポリ塩化ビニルフイルム等のプラスチックフイルム等を用いることができる。ま
た、プルーフ用として使用する場合には、印刷本紙と同じ紙に画像を形成するためにプラ
スチックフィルム上に形成された転写画像を印刷本紙に再転写して画像を形成させてもよ
い。
【００３１】
なお、本発明の感熱転写シートを用いてＯＨＰ用途に適した転写画像を得るためには、透
明性の高い支持体を用いた透明性の高い受像シートを用いることが望ましい。
【００３２】
次に、本発明の画像形成方法について説明する。
本発明の画像形成方法は、前記構成を有する感熱転写シート、及び前記のような受像シー
トを用いて、サーマルヘッドプリンタやレーザ光を利用して実施することができる。
【００３３】
まず、サーマルヘッドプリンタを利用する場合には、本発明の感熱転写シートのインキ層
の上に前記のような受像シートを重ね、感熱転写シートの背面からサーマルヘッドを押し
当て、印字した後、該転写シートの支持体を受像シートから剥離することにより実施され
、これにより、受像シート上に面積階調による転写画像を形成することができる。
【００３４】
また、上記のようにして得られた受像シート上の転写画像を更に、別に用意した印刷本紙
となる白色支持体に重ね、この状態で加圧、加熱処理することによって、白色支持体上に
再転写画像を得ることができる。これにより、その光学反射濃度が１．０以上で、かつそ
の光学反射濃度から感熱転写シートのインキ層の透過濃度よりも０．７以上大きな値を示
す反射濃度の面積階調で構成される再転写画像を形成することができる。
上記の画像形成方法は、具体的には、従来から感熱転写シートを用い、サーマルヘッドプ
リンタを利用した画像形成方法として知られている方法を利用して実施することができる
。
【００３５】
また、レーザ光を用いて本発明の画像形成方法を実施する場合には、上記の画像形成方法
において、サーマルヘッドの代わりに、レーザ光を画像様に照射することにより実施でき
る。レーザ光を用いる画像形成方法としては、例えば、米国特許第５３５２５６２号明細
書、及び特開平６－２１９０５２号公報などに開示されている所謂「アブレーション」を
利用した画像形成方法が利用できる。この特開平６－２１９０５２号公報に記載の画像形
成方法は、具体的には、前述のように、支持体とインキ層（画像形成層）との間にレーザ
光を吸収して熱に変換する層（光熱変換層）、そして好ましくは更にこの光熱変換層で発
生した熱の作用により気体を発生させる感熱材料を含む層（感熱剥離層）を設けた感熱転

10

20

30

40

50

(8) JP 3629063 B2 2005.3.16



写シート（あるいは光熱変換層に感熱材料が含まれる場合には、感熱剥離層の機能をも兼
ね備えた光熱変換層を設けた感熱転写シート）と、インキ層の上に積層させた受像シート
とを用い、レーザ光の照射により、光熱変換層の昇温による該変換層の変質、融解等によ
りアブレーションを起こして、感熱剥離層が一部分解して気化し、インキ層と光熱変換層
との結合力が弱まり、その領域のインキ層が受像シートに転写される現象を利用する。
【００３６】
上記のアブレーション法を利用することによっても、受像シート上に高い光学反射濃度の
面積階調で構成される転写画像を形成することができる。また、受像シートとして、印刷
本紙を用いることにより、印刷本紙上にその光学反射濃度が１．０以上で、かつその光学
反射濃度から感熱転写シートのインキ層の透過濃度よりも０．７以上大きな値を示す反射
濃度の面積階調で構成される転写画像を形成することができる。
【００３７】
以下に、アブレーション法に利用する感熱転写シートに設けられる光熱変換層及び感熱剥
離層について説明する。なお、インク層は、前記の本発明のものである。
一般に光熱変換層は、レーザ光を吸収することのできる色素（顔料など）とバインダとか
らなる基本構成を有する。
使用できる色素（顔料など）の例としては、カーボンブラックのような黒色顔料、フタロ
シアニン、ナフタロシアニンのような可視から近赤外域に吸収を有する大環状化合物の顔
料、光ディスクなどの高密度レーザ記録のレーザ吸収材料として使用される有機染料（イ
ンドレニン染料等のシアニン染料、アントラキノン系染料、アズレン系色素、フタロシア
ニン系染料）およびジチオールニッケル錯体等の有機金属化合物色素を挙げることができ
る。なお、記録感度を高めるために光熱変換層はできるだけ薄いことが好ましく、そのた
めレーザ光波長領域において大きい吸光係数を示すシアニン系色素やフタロシアニン系色
素を用いることが望ましい。
【００３８】
光熱変換層のバインダの材料としては特に限定はないが、たとえば、アクリル酸、メタク
リル酸、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステルなどのアクリル酸系モノマーの単独
重合体または共重合体、メチルセルロース、エチルセルロース、セルロースアセテートの
ようなセルロース系ポリマー、ポリスチレン、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリビ
ニルピロリドン、ポリビニルブチラール、ポリビニルアルコールのようなビニル系ポリマ
ー及びビニル化合物の共重合体、ポリエステル、ポリアミドのような縮合系ポリマー、ブ
タジェン－スチレン共重合体のようなゴム系熱可塑性ポリマー、エポキシ化合物などの光
重合性または熱重合性化合物を重合・架橋させたポリマーなどを挙げることができる。
【００３９】
光熱変換層が色素（染料または顔料）とバインダとからなる場合には、重量比で１：５～
１０：１（色素：バインダ）とすることが好ましく、特に１：３～３：１とすることが好
ましい。バインダの量が少なすぎると、光熱変換層の凝集力が低下し、形成画像が受像シ
ートに転写される際に、一緒に転写されやすくなり、画像の混色の原因となる。また、バ
インダが多すぎると、一定の光吸収率を達成するためには光熱変換層の層厚を大きくする
必要があり、感度低下を招きやすい。
上記の色素とバインダとからなる光熱変換層の層厚は、一般に０．０５～２μｍ、好まし
くは０．１～１μｍである。また、光熱変換層は光記録に用いるレーザ光の波長での光吸
収率として７０％以上を示すことが好ましい。
【００４０】
感熱剥離層は、感熱材料が含まれてなる層である。そのような感熱材料としては、それ自
身が熱により分解もしくは変質して気体を発生する化合物（ポリマーまた低分子化合物）
、あるいはその材料の特性として水分などの易気化性気体を相当量吸収もしくは吸着して
いる化合物（ポリマーまた低分子化合物）などを用いることができる。なお、それらは併
用することも可能である。
熱により分解もしくは変質して気体を発生するポリマーの例としては、ニトロセルロース
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のような自己酸化性ポリマー、塩素化ポリオレフィン、塩素化ゴム、ポリ塩化ゴム、ポリ
塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデンのようなハロゲン含有ポリマー、水分などの揮発性化合
物が吸着されているポリイソブチルメタクリレートなどのアクリル系ポリマー、水分など
の揮発性化合物が吸着されているエチルセルロースなどのセルロースエステル、水分など
の揮発性化合物が吸着されているゼラチンなどの天然高分子化合物などを挙げることがで
きる。
熱により分解もしくは変質して気体を発生する低分子化合物の例としては、ジアゾ化合物
やアジド化合物のような発熱分解して気体を発生する化合物を挙げることができる。
上記のような、熱による感熱材料による分解や変質等は、２８０℃以下で発生することが
好ましく、特に２３０℃以下で発生することが好ましい。
【００４１】
なお、感熱剥離層で、感熱材料として低分子化合物を用いる場合には、バインダと組合せ
ることが望ましい。その場合のバインダとしては、上記のそれ自身が熱により分解もしく
は変質して気体を発生するポリマーでもよく、あるいはそのような性質を持たない通常の
ポリマーバインダでも良い。感熱性の低分子化合物とバインダとを併用する場合には、前
者と後者の重量比で、０．０２：１～３：１、特に０．０５：１～２：１の範囲にあるこ
とが好ましい。
感熱剥離層は、光熱変換層を、そのほぼ全面にわたって被覆していることが望ましく、そ
の厚さは一般に０．０３～１μｍ、特に０．０５～０．５μｍの範囲にあることが好まし
い。
【００４２】
【実施例】
以下に本発明の実施例を示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００４３】
［実施例１］
（感熱転写シートの作成）
それぞれ下記の組成を有する三種類のインキ層用顔料・非晶質有機高分子重合体分散液Ａ
、Ｂ、およびＣを調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４４】
なお、上記のインキ層用顔料・非晶質有機高分子重合体分散液Ａ、Ｂ、およびＣを調製に
際しては、その分散を、分散機としてアイガーモーターミルＭ－５０（アイガー社製）を
用い、下記の条件にて行なった。
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【００４５】
上記のＡ、Ｂ、Ｃの分散液を、裏面に離型処理された厚み５μｍのポリエステルフィルム
（帝人（株）製）に回転塗布機（ホワイラー）を使用して、乾燥層厚が、塗布液Ａが０．
　３６μｍ、塗布液Ｂが０．　３８μｍ、そして塗布液Ｃが０．　４２μｍになるように
それぞれ塗布し、シアン感熱転写シート、マゼンタ感熱転写シート、そしてイエロー感熱
転写シートをそれぞれ作成した。各感熱転写シートのインキ層の透過濃度は下記の通りで
ある。
シアンインクシート：　０．５５
マゼンタインクシート：０．７５
イエローインクシート：０．６１
【００４６】
（受像シートの作成）
下記の組成を有する受像第一層形成用の塗布液及び受像第二層形成用の塗布液を調製した
。
受像第一層用塗布液
塩化ビニル／酢酸ビニル共重合体　　　　　　　　　　　　　２５重量部
（ＭＰＲ－ＴＳＬ、日信化学（株）製）
ジブチルオクチルフタレート　　　　　　　　　　　　　　　１２重量部
（ＤＯＰ、大八化学（株）製）
界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８重量部
（メガファックＦ－１７７、大日本インキ化学工業（株）製）
溶剤（メチルエチルケトン）　　　　　　　　　　　　　　　７５重量部
【００４７】
受像第二層用塗布液
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【００４８】
厚さ１００μｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム支持体の上に、回転塗
布機を使用して上記の受像第一層形成用塗布液を３００ｒｐｍで塗布し、１００℃のオー
ブン中で２分間乾燥した。得られた受像第一層の層厚は２０μｍであった。
さらに受像第一層の上に、回転塗布機を使用して受像第二層用塗布液を２００ｒｐｍで塗
布し、１００℃のオーブン中で２分間乾燥した。得られた受像第二層の層厚は２μｍであ
った。
【００４９】
（１）一次色べた画像記録
感熱転写プリンターＣＰ２（セイコー電子株式会社製）を用いて、イエロー、マゼンタ、
シアンの各色を各々受像シートに転写した。次に画像が形成された受像シートのそれぞれ
をアート紙と重ね、４．５ｋｇ／ｃｍ２ 　の圧力、４ｍｍ／秒の速度で１３０℃の熱ロー
ラーを通したのち、受像シートのポリエステルフィルムをはがして、インキ画像が載った
受像第二層をアート紙上に残した。
アート紙上に形成された各インキ画像は透明性が高く、それぞれインキ画像の反射濃度（
マクベス反射濃度計を使用して測定）は、次の通りである。
シアン画像：１．３６（インキ層の透過濃度との差：０．８１）
マゼンタ画像：１．４９（インキ層の透過濃度との差：０．７４）
イエロー画像：１．３７（インキ層の透過濃度との差：０．７６）
【００５０】
（２）二次色べた画像記録
まず、シアン感熱転写シートと受像シートとを重ね合せ、副走査分割法によるサーマルヘ
ッド記録装置により感熱印字した。この原理は７５μｍ×５０μｍのヘッドを５０μｍ方
向に、微小送り３μｍピッチでオンオフすることにより、面積階調のみの多段階記録を行
う方式である。次いで、シアン感熱転写シートのポリエステルフィルム（支持体）を剥離
し、受像シート上に面積階調のみよりなる画像を形成させた。次にマゼンタ感熱転写シー
トを、シアン画像が形成されている受像シートの上に重ね合せ、位置を合わせて同様に印
字し、該マゼンタ転写シートのポリエステルフィルムを剥離することにより、受像シート
上にマゼンタ画像を形成した。さらに同様にしてマゼンタ画像の上にイエロー画像を形成
させ、受像シート上に面積階調のみよりなるカラー画像（フルカラー画像）を形成したと
ころ、受像シートの上に透明性が高いカラー転写画像が得られた。
上記のカラー転写画像を有する受像シート（透明シート）をＯＨＰ装置に掛けて、透過画
像を拡大して見たところ、透明性の高い拡大透過画像が得られた。
次に、カラー画像が形成された上記受像シートを、アート紙と重ね合せ、４．　５ｋｇ／
ｃｍ２ 　の圧力、１３０℃、４ｍ／秒のスピードで熱ローラーを通したのち、受像シート
のポリエステルフィルムを剥がし取って、転写インク画像を載せた受像第二層をアート紙
上に残し、カラー画像を得た。
得られたカラー画像は透明性が高く、リス原稿から作成したケミカルプルーフ（カラーア
ート、富士写真フィルム（株）製）とカラー画像の近似性が非常に良好であった。
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また転写された４ポイントの文字の濃度をミクロデンシトメーターで測定したが、前記の
一次色べた画像の記録において測定された濃度と同様に高い光学濃度を示した。また、階
調再現性について評価したところ、５～９５％が再現され、ゴミによる欠陥もなくドット
形状も良好であった。更に紙の凹凸に追随した画像表面がマット化され、表面光沢が印刷
物に非常に近似した画像であることが判明した。
【００５１】
［比較例１］
（感熱転写シートの作成）
実施例１において、インキ層用顔料・非晶質有機高分子重合体分散液Ａ、Ｂ、およびＣを
調製に際して、その分散を、分散機としてアイガーモーターミルＭ－５０を用い、下記の
条件にて行なった以外は同様に操作した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
上記のＡ、Ｂ、Ｃの分散液を、裏面に離型処理された厚み５μｍのポリエステルフィルム
（帝人（株）製）に回転塗布機（ホワイラー）を使用して、乾燥層厚が、塗布液Ａが０．
　３６μｍ、塗布液Ｂが０．　３８μｍ、そして塗布液Ｃが０．　４２μｍになるように
それぞれ塗布し、シアン感熱転写シート、マゼンタ感熱転写シート、そしてイエロー感熱
転写シートをそれぞれ作成した。各感熱転写シートのインキ層の透過濃度は下記の通りで
あり、透明性が低かった。
シアンインクシート：　０．７０
マゼンタインクシート：０．６６
イエローインクシート：０．７０
【００５３】
［実施例２］
以下に記載する転写シート材料を用いて、画像記録転写シート（感熱転写シート）を作成
した。またこれに対する受像シートを下記のようにして作成し、画像記録転写シートの画
像形成層の上に、受像シートの受像層側を重ね、積層体をそれぞれ作成した。そして、こ
の積層体に、下記の方法でレーザ光を照射し、受像シート上に転写画像を形成した。
【００５４】
（１）転写シート（感熱転写シート）の作成
１）光熱変換層形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して光熱変換層形成用塗布液を調製した。
【００５５】
塗布液組成
下記の式の赤外線吸収性シアンニン色素　　　　　　　　　　０．３ｇ
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【００５６】
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５８】
２）支持体表面への光熱変換層形成
厚さ７５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムの一方の表面上に、スチレン・ブタ
ジエン共重合体下塗層（厚さ０．５μｍ）とゼラチン下塗層（厚さ０．１μｍ）とをこの
順に形成して支持体を作成した。次に、この支持体の下塗層の上に上記の光熱変換層形成
用塗布液を回転塗布機（ホワイラー）を用いて塗布した後、塗布物を１００℃のオーブン
中で２分間乾燥して、該支持体上に光熱変換層（厚さ０．２μｍ：触針式膜厚計による測
定値、波長８３０ｎｍでの吸光度１．４）を形成した。
【００５９】
３）感熱剥離層形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して感熱剥離層形成用塗布液を調製した。
【００６０】
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【００６１】
４）光熱変換層表面への感熱剥離層形成
上記の支持体上に設けた光熱変換層の表面に、上記塗布液をホワイラーを用いて塗布した
のち、塗布物を１００℃のオーブン中で２分間乾燥して、該支持体上に感熱剥離層（厚さ
０．１μｍ：同一の塗布液を同一条件で硬質シート平面に塗布し、同一条件で乾燥して得
た層を触針式膜厚計によって測定した値）を形成した。
【００６２】
５）マゼンタ画像形成層形成用塗布液の調製
下記の各成分を実施例１と同様にして分散機としてアイガーモーターミルＭ－５０を用い
、同じ条件で３０分間分散処理して、マゼンタ顔料分散母液を調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６３】
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して、マゼンタ画像形成層形成用塗布液を調製
した。
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６４】
６）感熱剥離層表面へのマゼンタ画像形成層形成
前記の感熱剥離層の表面に、上記塗布液をホエラーを用いて塗布したのち、塗布物を１０
０℃のオーブン中で２分間乾燥して、感熱剥離層の上にマゼンタ画像形成層（厚さ０．３
μｍ：同一の塗布液を同一条件で硬質シート平面に塗布し、同一条件で乾燥して得た層を
触針式膜厚計によって測定した値）を形成した。得られた画像形成層の透過濃度は、０．
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７５（グリーンフィルタ、マクべス濃度計での測定値）であった。
以上の工程により、支持体の上に、光熱変換層表面、感熱剥離層、そして表面に多数分散
したステアリン酸アミドの結晶を有するマゼンタ画像形成層が、この順に積層された画像
記録転写シートを作成した。
【００６５】
（２）受像シートの作成
１）第一受像層形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して第一受像層形成用塗布液を調製した。
【００６６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６７】
２）支持体表面への第一受像層形成
支持体（厚さ７５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム）の一方の表面上に上記の
塗布液をホワイラーを用いて塗布した後、塗布物を１００℃のオーブン中で２分間乾燥し
て、該支持体上に第一受像層（厚さ１μｍ）を形成した。
【００６８】
３）第二受像層形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して第二受像層形成用塗布液を調製した。
【００６９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４）第一受像層表面への第二受像層形成
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支持体上の第一受像層の表面上に上記の塗布液をホワイラーを用いて塗布した後、塗布物
を１００℃のオーブン中で２分間乾燥して、該支持体上に第一受像層（厚さ２６μｍ）を
形成した。
以上の工程により、支持体の上に、二層の受像層が積層された受像シートを作成した。
【００７０】
（３）画像形成用積層体の作成
上記のようにして作成した画像記録転写シートと受像シートとをそれぞれ室温で一日放置
したのち、画像記録転写シートのマゼンタ画像形成層の上に、受像シートの受像層側を重
ね、この状態で、表面温度７０℃、圧力４．５ｋｇ／ｃｍ２ 　のヒートローラに速度２０
０ｃｍ／秒で通して、それらを一体化し、積層体を作成した。なお、画像記録転写シート
と受像シートとがヒートローラを通過する際にそれぞれのシートが到達する温度を熱電対
で測定したところ、約５０℃であった。
【００７１】
（４）画像形成用積層体の画像記録形成装置への装着
上記で得られた積層体を室温で約１０分間放置して充分に冷却した。次いで、この積層体
を、真空吸着用のサクション穴が設けられた回転ドラムに、受像シート面側がドラム表面
に接するようにして積層体を巻き付け、ドラム内部を真空にすることによって、積層体を
ドラム表面に固定した。
【００７２】
（５）画像形成用積層体への画像記録
上記のドラムを回転させ、ドラム上の画像形成用積層体の表面に外側から波長８３０ｎｍ
の半導体レーザ光を、光熱変換層の表面で径が７μｍのスポットとなるように集光し、回
転ドラムの回転方向（主走査方向）に対して直角方向に移動させながら（副走査）、積層
体へのレーザ画像（画線）記録を行なった。レーザ照射条件は次の通りである。
レーザパワー：１１０ｍＷ
主走査速度：１０ｍ／秒
副走査ピッチ（１回転当りの副走査量）：５μｍ
【００７３】
（６）転写画像の形成
上記のレーザ画像記録を行なった積層体をドラムから取り外し、受像シートと画像記録転
写シートとを手で引きはがしたところ、画像（画線）形成層のレーザ照射部のみが記録線
幅５．０μｍで転写シートから受像シートに転写された。
（７）再転写画像の形成
上記のようにして、カラー画像が形成された受像シートをアート紙と重ね、前記実施例１
と同様な方法でアート紙上に再転写カラー画像を形成した。
【００７４】
【発明の効果】
本発明の感熱転写シートを用いることにより、面積階調のみで、画像のエッジシャープネ
スも含めたドット形状が良好で、階調再現性に優れ、印刷物近似性に優れた透明性の高い
転写画像を得ることができ、特に透明な受像シートを用いた場合には、ＯＨＰ用途の有用
な透明製の高い画像を得ることができる。また得られた転写画像を更に印刷本紙に再転写
する際においても転写環境、印刷本紙の材質に比較的影響されることなく、良好な転写操
作が実現できる。従って、カラープルーフ用途などに有利な良好な再転写画像を得ること
ができる。
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